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タイ国北部における山地 カレン族の文化変容

一 予 報 1 -

飯 島 茂

Ⅰ は じ め に

本稿は京都入学東南 アジア研究セ ンターの第 1次 5カ年研究計画の一段であるタイ国 コア一

･プ ロジェク トの一部と して1964年 6月以来開始 され たタイ国北部における山地民の村落調査

にもとづいて作成 された予備報告である1)｡

調査地 において筆をとったために,文献的にも時 間的にもいろいろな制約があ り,資料 の分

析ははなはだ不充分である｡そのため予定 されているコアー ･プ ロジェク トの本報告 にあたっ

て この予備報告はかな り筆 が加え られ るであろ う｡ちなみに本稿の位置づけを してみ ることに

しよう｡ Levi-Straussによると, この種の仕事は民族誌 ･民族学的論文 ･社会人類学的論文

1)この調査をおこなうにあたり,いろいろな方々にたいへんお世話になった｡なかで も,つぎの方 々には
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■
の 3段階に分類できる2)0 本布引まこの うちの第 1の段階の民族誌にあたる｡

カレン (Karen)族は ビルマからタイ国, さらにラオスの一部 にかけて分布す るシナ ･チベ

ッ ト (Sin°-Tibetan)語族である｡ ビルマにおいては人 口 200万人以上を ようし, カレン州を

形成 して, ビルマ連邦内の有力な勢力である｡それ に くらべ ると, タイ園内のカレン族は数 も

少 な く,勢力 も小 さいけれ ども,それで も非 タイ系民族集団 と しては中国系住民 に次いで多数

の人口を持 っている｡いずれ にせ よカレン族が両地民U)問で最人の人口,を持 っていることだ:j･

は間違 いない,

GordonYoung の19601手における推定によると, タイ｢現 ヒ郡に住むlLIl也民約 217,000人の う

ちカレン族は約71,400人を 占めている3) O その うえ カレン]JJjiはタイ同北部のほかに申 邦か ら半

島部 にかけての西側, すなわち ビルマ国境 に 治 って 若干分布 して いるので, そ の 総 数 は

CordonYoung の推定をかな りうわまわることだろ う｡ さらに, それ に加えて平地に定住 し

て, すでにかな り平地住民の仏教系文化を摂取 していて, 政拙 製係の統計には ≠タイ人''と

して分類 されノているカレンJj/',iを考慮に入れ ると,推定人口はほぼ倍増す るのではないかと思わ

れ る｡

タイ田の カレン兄は人別 して,スコ- (Skaw),ポー (P′wo),ブェ- (B′gllWe), トンス-

(Taungthu)の四つのグループに分けることがで きるL-一部の カレンJJLkはFl7.-述のように平地に

住み, その領域の′｢制欄に定住 していろタイ (Thai)系や ラヮ (Lawa)系4) の住尺か ら仏教文

化の影響を受けている｢ しか しなが ら,かな りの部分の カレン朕は 両 后地帯に住み,や冊 有の'y

精霊信仰 に代表 され るカレン文化を保持 している｡

以上のようないろいろの種類の カレン族の車で,筆 者は文化変容の過程をで きるだけ Jl｢川和 二

把握す るために,焦点を l吊也に住むスコ一 ･カレンにあて ることにす る｡

スコ～ ･カレンはタイ同においてはお もに北部地 方の メホ ンソン (Maeliongsorn),チJ_ン

マイ (Chiengmai),チ ェンライ (Chiengrai),ランプ ン (Lamphun),ランバ ン (Lalllpang),

プ レ (Prae)などの諸県に分布 してい るoGordonYoung によれば ≠北部タイ悶ケ の仝カレ

ン旅人rlの中で, うちわに見積 って45,000人がスコ一 ･カレンである,少な くとも 280のスコ

ー ･カレンの村 と 7,000戸の家があ り,一戸 あた りの平均は約 6.5人と推定 されている5'L,

これか ら扱 う文化変容の問題はタイ国西北部の メホ ンソンLEjT<メサ リア ン (MaeSarieng)地

区の両 岳地帯 にある人口 120人, 25戸の家屋か らなるテ ィ トパ (HtiToPa)村6)のスコ一 ･

2)Levi-Strauss(1963):pp.354-56
3)Young(1962):p.85
4)Mon-Khmer系に属すといわれ,筆者の調査地一帯では Karen族との接触が多い.
5)Young(1962):p.69
6)この村名は実名ではなく,調査村の仮名である｡ 仮名を使う理由は本稿以外に今後発表する報告に当然

村の人たちのプライバシーに関するものがあるからである｡
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タ イ 国 北 部 に お け る カ レ ン 族 の 分 布 図
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Young(1962),Ⅹiiiの図より

登この地図では ≠タイ化〟した Karenは含まれていないと思われる｡

カレンについてなされた調査 にもとづいて述べ られたものである｡

テ ィ トパ村は大体北緯18度 5分,東経97度48分の降雨林帯 にある｡雨期は通常 6月か ら10月

の 5カ月間におよぶ｡村の標高が約 1,050メ- トルもあるために,熱帯地方に位置するにもか

かわ らず,平均気温は平地 よ りもかな り低めである｡ とりわけ11月中旬か ら3月中旬にかけて

の約 5カ月間はかな り や寒い〃冬である｡ しか し冬季で も日中の最高気温は 23-25oC ぐらい

になるが,大陸性気候のため夜分の冷え込みはかな りひどく,朝方 には 5-6oC位 に気温が低

下す ることがある｡
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こUjテ ィトパ村 ujカレン

族の文化が この -1｣蟻己ほど

のr制こたい-ん 変容を受け

た ことはいう まで もない ｡

岨俗のうえから見て も, 堤

在 ポー ･カレンの 男が して

いるような 長髪をたはねた

カレン特有 のスタイルは両

地のスコ一 ･カレンの 間で

はまった く姿を消 した｡皿
ティトパ村とカレン〟)少年,服はカレンrスタイル

装 も赤と白の 巻頭衣式ujカ

レン服の代 りに濃紺色の北タイ人uj′農艮cJj服装が こujr吊寸にもかなり入ってきている7) これ

と同時に両地 カレンの社会は質的にも相当な変化をとげ た し･そ こで本稿ではその変容uj週 裾 ,Ji-

経済,社会,政治,信仰 などの諸山にわたって一瞥 してみようと思 う｡ もっとも, このあたり

のカレン族はほとんど文盲なので, 歴史的な資料を｢.Lll録すべきすべ,Ji-1守っていない｡ モU)た

め, これから記述する里錐1･はまった く聞 き取 り調査によって集められ.たもujなujで,牛代など

については多少の誤差があ りうることを申し述べてお こう｡

u 経 済

こCJjあたりU)両地カレンの経済生活の基礎は焼畑による陸稲U)栽培である,J焼畑は カレン,),Jji

ujみならず,北部タイ国ではおもにアカ族 (Akha),ラフ旋 (Lahu),リス′旋 (Lissu),ミヤオ

煤 (Meo),ヤオ族 (Ya°)などの山地民がお こなっている粗放農業である｡ ティトパ村につい

て焼畑農業を見 ると,大体次のようにお こなわれている｡

村人はカレン暦の Sale (2月中旬から3月中旬)にr吊二出かけてゆき, 焼畑C))板補地を探

す｡ カレン暦 TePeh (3月中旬か ら4月中旬)と TeKu (4Jj中旬から5月中旬) uJ2カ月

問にわたっては畑の候補地にある雑木や下草C/)伐採をお こなうし カレン暦 LahSa (5月中旬

から6月中旬) には伐採の済んだ山の斜 血に火を放 ち,雑木や下車などを焼 きはらうOカレン

暦 DeiNyaの初め (6月中旬か ら下旬) に陸稲の播種をお こなう｡ 播種は焼畑について一般

に考え られているように,種を撒播す るのではな くて,30セ ンチメー トル間隔LILlHこ据椿で浅い

穴を掘 り,その中に数粒の種を播 き,覆土するo 睦稲の間 作としてはいんげんj･i,きゅうり,

ごま,かぼちゃ,ヤムいも,タロいも,とうもろこしなどを栽培する｡ その後カレンは 2- 3

回除草をお こなうだけで, 施肥はまった くしない｡ カレン麿 ChiMu のLF]旬 (10月下旬から

7)文化変杏の一般的な例にもれず,女性はいまだカレン特有uj服装を守っている.
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11月上旬)にとうもろこし, きゅうり, その他の野菜の収穫期をむかえ, さらにカレン暦の

ChiSahの初め (11月中旬)から Lah Naw の終 り (12月中旬)にかけて 陸稲の収穫がおこ

恵われ,その後にごまが取 り入れ られ る｡

焼畑農業のフロンテ ィア-は,19世紀の終 りの頃までは人口圧力も低 く, したがって森林 も

豊かだったので,山奥に向って拡大 していったように思われる｡当時は処女地を開拓 していっ

たために,土地の生産性 も比較的高 く,陸稲は播種量にたい して約50倍 ぐらいの収穫があった

ということである｡それが現在では 1/5に落ちているということは山地カレンの文化変容を考

える上で,注目に価いすると思 う｡

森林が や無限〟にあって,誰れでもが自由に耕地のフロンテ ィア-を拡大できるような状況

においては,土地にたいする所有権というものは発生 していなかった. この段階のカレン族cJj

経済で興味深いことは,水牛が欠如 していたことである｡また土地生産性がかなり高かった0)

で,生活にもゆとりがあり,かつ耕作面積 も相対的に狭 くてもやってゆけた｡山地カレンには

経済的にも時間的にもある程度の余裕があったようである｡そのため当時は豊かな民芸品,と

りわけ竹細工や織物が盛んであった｡それに商品経済の浸透が少なかったのでカレン族の衣服

に不可欠の木綿す らも自給を していたのはこの時代の特徴であった｡

ところが今から50-60年菅 にティトパ村のSiki

という男がメサ リアンの谷に住むラワ族やタイ ･

ユアン族 (Thai-Yuan)から学んできて,村に水

稲栽培の技術を導入 した｡ これは一面から見 ると

人口の増加と過度の焼畑による森林地帯の荒廃に

ともなう土地不足の現われであると考えられる｡

水稲栽培導入の山地カレンの文化にたいする影

響は決 して少な くない｡それは大把みにいって次

のように考えられ る｡

1) 両地カレン族の農業技術をもって しても水

稲は陸稲よりも収量が安定 した｡

2) 収穫漸減の法則が水稲にはあまり強 く作用

しないので,連作 しても陸稲のように急激に反当

収量が減少 しない｡

3) 1)と2)にあるような水田の 属性 により山

地カレンの部落に定着性を増大 させたことは疑い

ない｡
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けのものになりつつあるようだ｡



4) 水田を 開拓 したため

に,山地カレンが これまで

に経験 したことの 無頼 よヽう

な過分な労働を 土地にたい

して投入 した｡ これは山地

カレンの土地に対する考え

をまった く一変 させた｡ す

なわち, 水田耕作の開始に

よりこのあたりの カレン両

村で初めて土地に 対する所

有権の親念が 発生 したよう
焼畑における陸稲の脱穀,外部の者はここに近付けない｡

である｡

そ して水稲 栽培の開始によりこ0)地方のカレンノ板は 水田耕作に 使用する 役畜が必要になっ

た｡ 水牛がテ ィトパ村に導入 されたのはまさにこの時代の ことである｡ さらに水牛 Lが導入は両

地カレンの文化に影響を与えずにはおかなかった｡それは次の如 くである｡

1) 水稲栽培を両地カレンの文化の中 に椴を深 くおろさせた,,水牛を導入することにより,

水江Icjj耕作はたいへん容易になり,同日Jj･ト二一度水牛U)ような や高 価了 な家畜を導入す ると,冊

日日二それノを放棄することができな くなった ｡

2) 水牛を両地カレンが餌百し始め,それを販亮することによって,焼畑uj土地牡I走性U)帆

辛, したが ってまた収入〟刃氏下をある紺 碧おぎなうことができるようになった｡ すなわち両地

Lリ二次森を利用 して水牛を飼育 し,平地の農艮に亮 り,多少の現金収入を得 るようになる｡

3) 水 牛の数が増えると,山地に放牧するU)にかなりの時間がとられて,文化変容にある種

U)方向づけがおこなわれ るようになったo この水牛導入の頃を境にしてカレン族特有の優れた

竹の工芸品や織物が減少 し始めたのもけっして偶然ではなかろうOまた今日では村の周辺に多

数uj/Jく牛を放牧するために,植林 とか果樹園芸がいささかや りにくくなった事実,i-1紬 hAしてお

こう｡

以上ujような両地カレンU)経済uj動向に加 えて もっとも衝撃を与えた刷 ま1959牛にタイ国政

軒が施行 した政令であろう,Jそれにより,あらたに森林を焼却することは1--一切禁 LLされた｡ そ

のため本来の焼畑農業はできな くなり, 今ヒ‖~1るように一応は焼畑の形態をとりなが らも実際

は畑 地の 7年間隔の輪作,すなわち七悶式農業 に転化 しなければならなかった｡ これにより山

地カレンの村落は決定的に定着化 し,同時に畑地に対する所有の観念をはっきりとこのあたり

のカレン族 に植えつけたようである｡ もちろん,水田耕作がこのあたりの土地所有柿の発!:I:.a)

契機となったことは前述ujごとくである. ちなみに付け加えると,テ ィトパ村における畑地に
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対す る私有観念の発生はかな り急速 といえよう｡ それは次のような事実で示す ことができる｡

すなわち,村の70代の長老の一人 Pに尋ねると, ≠山というものは村人ならば誰れでもどこで

も耕すことができる｡ 自分0)耕 した土地はかならず Lも子供が相続 しな くて もよい-････'Yとい

う｡ ところが現実には P老人の子供たちは以前 P老人が耕 していた土地を 自分たちの畑にして

いる｡そこで P老人の息子に当る40才に近い村長のKに聞いてみる｡ ≠自分の田畑は親から受

け継いだもので,やがて全部を 自分の子供に与えるだろう- .･･｡ 〟 こCjjようにわずか一世代oj

r制 こ山地カレン族の土地に関す る考え方がまった く違 っていることはまことに興味深い｡

∬Ⅰ 社 会

両地 カレンの 社会の変化に ついて一番注 目に価いす るのは long house(hi)の解体であろ

う｡ ビルマのカレン族 についてはペグ- (Pegu)地区の山地の longhouseについて Marsh-

a]1が報告 しているが,同時に北部 タイ国のカレン族の間にも かつてはそれが存在 していたと

いうことを述べている8)｡ 筆者の調査によると,テ ィトパ村には今から 70-80年昔,すなわち

前世幕己の末頃までは longhouseが存在 していたことが確められた｡ 村の最古老であるR (約

80才) によれば ≠自分が10才位の時に longhouseの集会所 (blaw)で皆 と食事を したのを覚

えている｡ その頃は Taluphadu9) もおこなわれていた｡ しか し, 自分は小 さかったのでその

頃のことはただ夢のように思い出され るだけである-ク という｡ このような訳で,すでにテ ィ

トパ村では longhouseの社会組織について詳細 に知るすべもない｡ しか し,村民の系譜を調

べてみると, ≠共通の祖先''を持 った一つの血縁集団とそれに婚姻関係 のある者からなってい

る一種の ≠ァパー トメント'r状の部落であったことだけは確かである｡

この longhouseが今から数十年昔 に解体を始め, 次第に現在見 るような単婚家族 もしくは

最小拡張家族 (minimalextendedfamily)を一つの単位 とする小型の家屋を 形成するにいた

った｡

おそ らくこのあたりの山村に当時 Anglo-Siam LumberCo.10) がもたらした 外的な 衝撃 も

longhouseの解体におそらく多少の役割を果 していると思われ る｡ これについては後にまと

めのところで触れ ることにする｡

longhouseの解体が両 地カレンの 定着化と無関係でないだろうということも指摘 してお く

ことにしよう｡ longhouseはどうや ら部落の成員が全体で移動する nomadism を 前 提 とし

て存在 していたようである｡ そのため山地カレンの移動性が低下すると, longhouseは大事

な存在理由の一つを失い,解体の方向に向ったと思われ る｡この過程 により血縁的な色彩の強

い社会組織を持つ山地カレンの部落が地縁的性格を持つ契機を作 ったことはほぼ間違 いない｡

8)Marshall(1922):pp.56-65
9)カレン族にとっては一番大切な儀礼で,本稿では信仰のところで少し立ち入って述べることにする｡
10)1850年頃仕事をはじめた｡その後20-30年の間に会社の影響がティトパ村あたりにも及んできたと考え

られる｡
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longhouseの解体を前後として, テ ィトパ村の什近一帯ではカレン族の 宗教儀式の中で一

番人 切な Taluphadu という儀礼が衰退 したことは注目に価いするっ

longhouseの解体から現在 のような 一戸建ちの家屋- これです らも平地の カレンのものよ

りははるかに簡単であるけれ どもー になる問にもっと師素な小屋住いとす る平定苫段階が存在

していた持株である.その時代に山地 カレンの定着LL化を決定的なものに したのはな/Lといって

も水門耕作の導入であろう｡そのことはすでに経済の所で述べた通 りであるし,

ちなみに付け加えると, この移動期一ゝ半定着期一一定石朋という両地カレン社会の 変遷の中

で,いま一つ目立 った変化は婿桐についての変化であろう｡

移動時代には新婚の若い男女は 2人でまず女の両親の家,次に男の両親の家 とそれぞれノ長期

間滞在 したようである｡ これは bride-price(結納金の一種)や dowry (持参金) が無い両地

カレンが双方の両親が養育 して くれたことにたい して支払 う や報酬〝 のようなものではないか

と考えられ る｡ その後若夫婦は双方の両親 と別 宿 して新 しい 家を形成することも あるけれど

も,条件によっては女の両班,もしくは片鴇 (どちらかが死亡 している場合) と住む こともあ

るLlこのような matri-patri-neo(ormatri)-1ocalな婿朋形態は基本的には現在でも同様であ

る｡ しか しながら,半定着時代にな り, longhouseが解体す るようになると山地カレンの問

にも個人主義が芽Ef:.えたのであろうか11),男女双方の親の家 に新婚夫婦が留 る期間がだんだん

と短 くなった｡

移動時代 には所によっては若夫婦は結婚後はじめに女の親の家 に約 3年,次に男の用の豪に

さらに 3年滞在 しなければならなかったようである｡ところが半定着時代になると,それが洞

キ作る問,すなわち数 R閃留 るだけになったといわれ ろ｡､それが定着時代になり,今｢lのよう

(こなると,ついには双方 の親の家に行き, 1日だけ滞在 して,両親のために米,JIILつ くだけにな

った｡このように伝統的な結婚に関す る慣行はもはや儀礼的なものに化 して しまった｡これに

似た慣習の簡易化の傾向は宗教儀礼 にも現われてきている｡それ については次の項 目にゆずる

ことにしようo

rV 信 仰

カレン族の ≠間有'/な信仰はい うまでもな く精霊信仰であろ｡これについては機会をあらた

めて記述す ることにす るが,本稿においては両地 カレンの文化変容を考えるうえで不可欠と思

われ る点についてだけ述べることに しよう｡

移動期のこのあたりの両地カレンには聖俗両界を支配 している Hiko12) と呼ばれ るー首長が行

ll)ティトパ村のR古老によると,longhouse時代に Hiko(socio-religiousleader)をしていた祖父
のPomoheが死んでからというものは ≠人々は子供のようになり,てんでんばらばらになった- ｡クと
いう｡これはほかならぬ山地カレンにも ≠個人主義ク的傾向が強くなったことを示している言葉なのだ
ろう｡

12)Sapgaともよぶ
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在 していた｡ティトパ村にも1人の Hikoがいたが,かれは同時に付近一帯のカレン族の数部

落,すなわち数軒の longhouseを影響下においていた｡換言するとテ ィトパ村の前身である

longhollSeを中心として,い くつかの longhouseからなる部落連合のようなものが存在 して

いたように思われる｡そ して前にも触れた Taluphadu という儀礼が年に一度おこなわれ,こ

の部落連合間の社会的紐帯 (supralocalsolidarity)の確保に役立 っていたようである｡

Taluphaduは大体次のような儀礼であったと思われる13)｡ Taluphaduの taluはカレン語で

儀礼を意味 し, phadu は大きいということである｡ この儀礼の別名は Talu HtiK′saKaw

K′saともいう｡Htiは水,K′saは主,Kaw は大地の意味である｡ すなわち,全体の意味は

≠水地の主に捧げられた儀礼 ''とも訳せよう｡Hti K′saKaw K′saはカレン族の幾多の精霊

の中で, もっとも重要なものである｡ そのためにカレン族は Taluphaduの時に自分の持 っ

ている物の中で,もっとも大切な物を HtiK′saKaw K′saに捧げなければならない｡通常は

豚 1頭と鶏 1羽とが HtiK′sa Raw K′saに捧げられ るが, 時には水牛 (とりわけ平地に住
●●●●

むポー ･カレンの村では)がいけにえ (生費)にされることもあるO
●●I●

家畜のいけにえは通常川のほとりの大木の したでおこなわれるOこの時に村人はその年の罪

の告白を HtiE′saRaw K′saにおこなう｡昔村人は木に登 ったり,水にもぐったりすること

を要求され,無事にそれをおこないおおせた場合にはその人問は無実となり,もし万一失敗す

るとその年に悪事を働いたと認定されるのである｡
●●●●

豚や水牛がいけにえにされる時には白色の鵜 もいっしょに殺 される｡ 両者の血は竹で作って

ある条頂にぬられ る｡豚もしくは水牛の肉と鶏の肉は料理されて祭壇に揮げられる｡ その時に

は HtiK′saRaw K′saにそのあたり一帯の水と大地の平安を祈る｡

茸はどうやら Taluphadu に参加する成員がいけにえ用の家畜や家禽を共同飼育 して,儀礼

に使 っていたようである｡ しか し, 近年に近づ くとこのような慣習は無 くなり, Taluphadu
●●●●

の参加者が金を出しあって家畜や家 きん (禽)を買っていけにえにするようになった14)0

儀礼の最後にティトパ村の場合には出席者一同は longhouseの広間に集 っていけにえにさ

れた動物の肉や内臓を会食 した｡ Taluphaduは成人だけが参加を許され, 各戸から少な くと

も1人は出席 しなければならなかった｡ したがって,これは部落連合の社会的紐帯を維持する

のに役立 っていたと思われる｡

また TaluphaduはL恒也カレンが移動生活を続ける上で,畑地を適当な場所に獲得するのに

不可欠な社会秩序の形成 に役立 ったことは疑いない｡部落連合の中でも,もしそのような社会

13)この儀礼は山地カレンの間ではほとんど消滅してしまった所が多いようである｡ティトパ村もその例外
ではないOそのためここでは MaeHongsornの例により,Taluphaduのイメ-ジを再構成しよう｡

14)この儀礼には地酒が不可欠である｡しかし平地に住むカレンの場合は酒を密造して,警察につかまるの
を恐れて,現在 Taluphaduの残っている所でも,酒は金を出しあって買う｡ 近代化の波はこのよう
な形で伝統社会を変えている｡
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秩序が 維持 されなければ,

焼畑に 関する個 々の利益が

対立 して, 一種の やアナキ

ー〃な 状態 になって しまっ

たであろう｡

ところが 斗定 着 期 にな

り, 両地カレンがあまり村

の位置を 動かさな くなった

ので, HtiK′saKaw K′sa

に 対 して 毎 年 Taluphadu

をする 必要性が少な くなっ
Pukach∂が山地カレンの村に導入した ≠仏壇Qの初期的なもの

たし,1年おきに儀礼をおこなうようにな り,やがては 4- 5年おきになり,ついにテ ィトパ村

では.lT嗣茂して しまった｡ この間に儀礼のや り方が単純化 してきた ことはいうまで もない ､

このような両地 カレンの定着化にともな う儀礼の単純化,もしくは衰退は Talup6のような

儀礼 にも見ることができる｡ この儀礼は元来 T′rekT′haという森林の 精霊を 慰めるのがお

もな目的であった｡ FLr地 カレンが定着をは じめると, 森林を焼却することが少な くなったの

で,その精票に儀礼をする必要 も滅/少 したoそのためかつては盛んであった儀礼が衰微 してき

たのは当然であろうO テ ィトパ村では現在 kwesiという儀礼としてわずかに残存 していろだ

けである｡ kwesiは Talup6 とことなりきわめて単純な儀礼である｡ 例の Hikoが各戸を廻

り, 地酒を床にたらしなが ら祈 りをあげ,参加者がその後一同で酒,J-LL-飲むだけであるLIKwesi

には各 自が 自分の手首に紐をゆわえる Kisd という儀礼がともなう｡

いずれにせ よ,焼畑というものは両 地カレンにとっては単に農業をするという経済行為だけ

ではな く, 山 に火,J-i:放つ ことによって 森林 の精霊を慰めるという信仰生活の-郡でで もあっ

たo Lたが って,焼畑農業が衰微 した場合には両地カレンの信仰は物質的基盤を失うので,い

くつかの儀礼が消滅の方向に向うのは当然ではなかろうか｡

さらに,水田稲作の導入はLLけ也カレンの経済や社会に衝撃を 与えただけではないLlかれ らの

信仰生活 にも少なか らぬ影響を与えたようである｡

両地のカレン族にとって,焼畑による陸稲の栽培 というものは一番大切なEF.業である ことは

今更いうまでもない｡ そのため,陸稲に関する Baaxaや Sebupoのような農耕儀礼 は現在で

もたいへんに手の込んだものである｡テ ィ トパ村ではあらゆる宗教儀礼がかなり単純化 してい

るとはいっても, 陸稲栽培に関係のある農耕儀礼は他のものに比べて 相当厳格 に守 られてい

るぐ 筆者 もその儀礼 に 参加観察することに 全力をあげたが, いつもはたいへん友好 的な村人

もことこの儀礼についてはきび しい態度をとった｡言を左右にして,ついに観察す る機会を与
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えて くれなかった ほどであ

る｡

陸稲の 脱穀にはたいへん

に強いタブーが 存在 してい

るO脱穀する場所は 灯に作

られるが, 脱穀をする当事

者以外はたとえ 村人 といえ

どもそこに 近づ くことは禁

じられる｡ 初めの儀礼から

参加 して, 脱穀が終了する

まで手伝わなければ, その

脱穀ある所にはいっさい近

Talup6の儀礼がわずかに姿を留めている
Kwesiの儀礼,右の老人は Hiko｡

づ くこともできない｡

ところがこのように焼畑農業に関 しては面倒な儀礼がともなうにもかかわらず,水田稲作に

関 してはまった く儀礼が存在 していないのは興味深い｡ 部落のカレン族の説明によると ≠水田

の精霊があまり強 くないから,特別の儀礼をやる必要がない･･-･･〟 ということである｡ しかも

その精霊たるや名前を尋ねても,村人は名前すらもしどろもどろになるような程度の関心 しか

ない｡これは換言すると,水稲のこの両村-の導入が比較的新 しいために,まだ水田稲作文化

が両地カレンの文化に tl混合/'した程度の状態だからであろう｡それに対 して平地に住むカレ

ン族文化は水稲作にも儀礼をともなうほど水廿持前作文化と ≠化合〃現象をお こしている｡ した

がって, 水｢1-1稲作に 関 してティトパ村のカレン族は一種の や精神的真空状態''に 置かれてい

て,文化的にはきわめて不安定な状態にあるといえよう｡ 水田による稲作を この山村に導入 し

たことにより,平地と山地の問に文化的なパイプができたと理解 してよかろう｡そのパイプを

通 して,平地民の稲作儀礼が山地カレンの不安定な水稲文化に侵入 して くるのではないかと思

う｡ このように二つの文化の問で一度チャンネルができると,それを窓口につぎつぎとほかの

文化が入 り込む現象は文化変容を考えるうえできわめて重要だと思 う0

カレン族の文化変容を考える時に見逃せない 今ひとつのものに 0Ⅹe15) (または Obwa) の

儀に関する変化がある｡

この 0Ⅹeの儀礼の司祭者 (Pi)はポー ･カレンの場合だと男でも女でもなるこ と が で き

る｡ しか し筆者の調査 しているスコ一 ･カレンでは女性のみがその役に当ることができるとい

われている｡ 通常は一家の主婦が 0Ⅹeの儀礼の司祭役をする. それは主婦が一家にとって一

番大切な食物を取 り扱 うためだといわれている｡もしその年に彼女が ≠罪〃を犯 していると,

15)このⅩはドイツ語のch音に近し｡
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その一家は次の年に食糧不足に見舞われ るとい う｡ ポー ･カレンの場合には, もしPi, すな

わ ち司祭役をする主婦が病気のときや死亡 しているときには,男系の祖父がその役を代行で き

る｡けれ どもカレン族によると 0Ⅹeの効果が半減 して しまうという｡

スコ一 ･カレンの場合には, もし主婦が病気で 0Ⅹeに参加できないときや死 亡していると

きには,長女がその役を代行す る｡そ して,長女がすでに嫁にいっていた時には次女,娘がい

机 l場合には孫娘が Piの役割 を果す ､しか し,万一-そのl天に Piの役目,i-:する/rr'柏 ミい互い

日出こは 0Ⅹeをお こなうことはできない｡､

0Ⅹeの儀礼 には司祭者 Piの両親以上の仲代は招かれないが,丁イ共や孫たちは万難を排 して

lt'TIE'h=することが要求 され る(,もしどうしても出席予定者が参加できない場合には蔭楢が用意 さ

れ る｡ このように して,Oxeの儀礼はカレンjj/''iI二おけるJ東城の 成 ｢描胃の社会的 紺瑞を保持す

ることに役立っていたことだけは間 違いがない｡

ヤ ーなみに付け加えると,0Xeの儀礼は人体次のようにお こなわれノるし､まず豚がい けにえに供

され るLl殺 し方はスコ- ･カレンの場合は･糾し殺すの÷ 常 とするが,ポー ･カレンの場 合には

絞め殺すか豚の口から/J(/を入れて溺死 させ るというo 殺 された豚はいったんJ束cJ)lllに運び込 ま

れ,参加者によって精霊に祈 りが捧げ られノるo Jj狛ま火でよくあぶ られて,スコ一 ･カレンの場

合だと女性の司祭者が豚の心臓を取 LHIlL,それによって次の年の運勢を うらな う｡豚の苗は

抑 〕離 され,龍に入れて難や酒 とともに森林に持 ってゆき,damuxa とい うカレン朕が一番恐

れ/ている精雷にj早ずられる､-つりうくの肉や内臓は祈情,i/あげた後に出J.th:者や村人のrT引こ')lLll妃され,

食べ られ る｡

0Ⅹeは原則として'豪族の仝｢Tiを黒さ/ぅ甘 すればな:らず,そのうえにこれ,JT-I-たにお こなうとか

え って悪影響があるという｡ そのためカレン板にとって尖にや っか い な儀礼である｡ これは大

事な儀礼 には違いないが,カレン朕も内心ではいささかiL'il-例に思 っていた ことだけは間違いな

い｡ ところが この10年ほどの間に, シャン煤などのタイ系の 平地民が このあた りにやって来

て,Chakachiという酢単な儀礼,Tfお こな うことにより,一部の村人に 0Ⅹeをtflrヒさせた16)0
テ ィ トパ村での Chakachiによる 0Ⅹe儀礼を中止した第-号は驚 くなかれ村の精神的指導者

である HikoのR老人である｡ この一 例だけ見て も,両地 カレンが 0Xeをいかにうとましく

思 っていたかとい うことが解 るL, R老人は著者にこっそ りと ≠0Ⅹeを日工ろてほん とうにほっ

としたク と吾白 していた｡

このほか両地 カレンの文化変容を考えるうえで,一番注 目に価いするものは Pukacha であ

ろう｡Pukacha とは 一種の仏教行者の呼称である｡ その行者は数年前に このテ ィトパ村のあ

た りにや って来て,何人かの村人を DoiKhun17) という所にある仏教寺院に連れて行った｡

16)この意図ははっきりしない ｡

17)Doiとは北タイ方言 (KhaMuang)で山という意味0
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Pukachaがそのようなことを した意図ははっきりとしないのであるが, どうやら DoiKhun

に仏塔 (Chedi)を作る運動の一環のようであった｡DoiKhunでは村人は金を少 し山し合 って

花やローソクを買って寺に捧げたという｡行者はその時ティトパ村のカレン族に各戸に仏壇ま

がいの簡単な棚を作ることをすすめ,花や水をそなえるように教えた｡その祭壇には現在 まで

のところ, 仏像はおろか, 仏陀や聖者の絵や写真すらもな く, 村人は供え物をすることによ

り,何か現世的な御利益を期待 しているだけである｡ティトパ村の両地カレンは現在のところ

平地の仏教信仰 と家の祭浩を結びつけて考えてはいないようだ｡む しろ,村人の一部にはカレ

ン族に ≠間有'Yの精霊信仰 と結びつけて考えている者 もある｡ しか し筆者の目から見ると,こ

の祭壇は疑いな く,平地の仏教文化が山地カレンの文化に侵透 してきた先駆であることだけは

間違いない｡現にメサ リアンの谷間にある平地カレンの地ではこの種の祭壇に仏教の聖者の写

真がはってあり,仏壇になる-渉手前までいっている所もある｡

Ⅴ 政 治

まず村落 レベルの政治について述べることに しよう｡ 移動時代におけるテ ィ トパ の long

houseにはどうやら純然たる意味での俗界の指導者はいなかったようだ｡前述の Hikoという

精神界の指導者がそれを兼ねていたと思われるOすなわち,この段階のカレン社会は や祭政一

致〃 していたのだ｡

現在たどりうるこの種の最後の指導者は Pomoheという男で,今の Hiko の 2代前,村長

の 3代前にあたる18)｡当時 Pomoheはティトパの前身である longhouseはもちろんの こと,

周囲にあるい くつかの部落-longhouseにも影響力を持 っていた｡Pomoheはおそらく有能な

男であったのだろうO内部から崩壊の危機をはらむ longhouseとティトパ付近の部落連合の

分解をかろうじて押 し直めていたようである｡Pomoheの死後 longhouseは解体に向い,部

落連合も分解 して しまった｡それと機をいつにして,部落間をつないでいた社会的紐帯を保持

するのに強力な機能を果 していた Taluphaduの儀礼 も衰退の方向に向った｡

部落連合会が消滅 した後の各部落はそれぞれ や独立か した村になり,各 自の Hikoを持つよ

うになる｡

LL]地カレンの社会がこのように変容 しつつあった時に,このあたりをめ ぐる高いレベルの政

治はどのように変化 したか,そ してティトパ村のようなカレン族の両村はそれとどんな関係を

持 ったか一瞥 してみることにする｡

ティトパ村には歴史的な記録が皆無なので,はっきりとしたことはわか らないけれども,19

世紀の前半にはチェンマイのプ リンス(Chao),もしくはランプー ンのプ リンスがこのあたりを

支配 していたと思われる｡ところが1877年になると,バ ンコックを中心 とするシャム政府のラ

18)Hikoと村長はおじ,おいの関係にある｡
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マ五世 (RamaV)がチェンマイに Phyatep Worachun という ResidentC()mmissionerを

送 った｡すなわち,この頃を契機 として現在の北部タイ国一帯は次第にシャム政府の影響下に

入 った訳である｡

しか しながら,当時の北部とバ ンコックとの関係は年に一度入貢する程度のゆるい政治的関

係に過 ぎず,それがおそらく1910年代の初めまで続いたのであろう｡ この間テ ィトパ村のカレ

ンは上部の政治的変化にまった く闇係な く,チJ_ンマイ (もしくはランプー ン)のプ リンスに

手梢の 大幅石 (yadoti) 2枚を毎年入貢していた｡

今世紀に入 り,チェンマイや ランプ- ンの二日司が政治的に完全にバ ンコックの中央il如rl-･の も

とに統合されるに従 って,ティトパ村のような両奥の村にも変化が現われてきた｡ それまでは

村は自生的な Hikoによって治められてきたのであるが,この頃になると中央政府はメサ リア

ン地区の出先機関を通 してティトパ村に村長 (Ke)を任命 した｡ これによって この両地カレン

の社会では 1eadership に関 して聖俗が'JI離したのであった｡ 初代の村長 Pは現村長Kの父租

であり,今の HikoであるRE･人の弟に当るOそのため,形式的には村に関する政治純絹に大

きな変化があったが, 実 質■的 に は 同 じ系譜の者で 村の 1eadership,71弓虫古 しているので,

leadershipについて本質的変化はまだ現われていないと見てよかろう｡

このように政府による村長の任命がすでに数十年 も昔からあったにもかかわ らず, 両村に対

する中央政府の影響は数年前までは紙上行政の域をあまりlLHTなかったO しか し,最近ではティ

トパの村長 Kは政府から月給をもらい辛均 して月に一度位はかならず会議のためにメサ リア ン

の役場 (Amphur)にHlて行 くし, 町 二は郡長 (Kamnan) もこの辺にやって来る｡ このよう

にIEl央政府の影響 力は次第に両 村にまでおよぶ ようになったO

Ⅵ ま と め

ここで両地カレンの社会がどのように変化を してきたかを明確にするために,約 1世紀の問

を移動期,半定着期,定着期の 3段階に分けて,経済,社会,信仰,政治などがそれぞれの段

階でどのようにからみ合っているか一瞥 してみることに しよう｡

1) 移動期 (約半世紀ほど前 まで)

この時代の特徴は人口圧力が比較的低かったことである｡森林 も豊かにあり,焼畑をするの

に事欠かなかったO一定の地域が焼畑により荒廃すると,ち tbうちょな く longhouseの場所

を他に移す ことができたO そのため longhouseのように一時に成員全休が移動できる部落構

造が当時の経済組織に適合 していた｡

この頃,テ ィトパ付近では longhouseが数戸集 って,一種の部落連合を形成 していたよう

である｡その部落連合は 1人の Hiko と呼ばれる 聖俗両方を兼ねた 首長によって 指導されて

いた｡ このような社会のあり方は信仰生活の上にも反映 していた｡ Taluphadu という大がか
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りな儀礼が毎年おこなわれていて,そのたびに Hikoの下にある数部落の者が集 って儀礼をお

こなった｡か くして,Taluphadu は部落間の 社会的紐帯を 確保するのに役立っていたのであ

ろう｡

政治のうえではチェンマイもしくはランプー ンのプ リンスがこのあた りを支配 していて,い

まだバ ンコックを中心 とするシャム政府の影響は及んでいなかった｡

2) 半定着期 (6-10年昔以前)

この時代に入ると,人口圧力にともなう森林の荒廃や土地生産性の低下のために,両地カレ

ンも移動期のように焼畑農業だけでは生活が しに くくなったようである｡ティトパ村の村人も

次第に水田による稲作の技術を平地民から採用 しなければならな くなった｡

水田農業はたとえ無肥料でおこなっても,焼畑のように毎年場所を移動する必要はない｡そ

れは酒瓶水により天然窒素などの肥料分がたえず補給されているので,畑 地農業ほど収穫漸減

の法則が急激に作用 しないからである｡

また,水田を開拓することは焼畑のような簡単な農作業ではない｡ 両地カレンが一度水田を

開拓するために多量の労働力を土地に投入すると,当然のことながら,かれ らの土地にたいす

る考え方を根本的に変えなければならな くなった｡以上のような理由で,両地カレンの社会は

定着化が進むとともに,かれ らに土地所有の観念が発生 したのである｡

水牛導入 もこの時期のことであり,それが両地カレンの文化に与えた影響が少 くなかったの

はすでに述べた通 りである｡

両地カレンが定着化するのと機をいつに して longhouseが解休 した｡ これを促進 したもの

に Anglo-Siam LumberCo.のこの地方にたいする進出があろう｡

山地カレンはこの会社のチイーク材伐採やその運搬のために,労働者や象使いとして雇われ

は じめた｡それは次のような影響を山地カレンの文化に与えたと考え られる｡

1) 経済的には賃金を得ることにより,これまでの物々交換の経済に貨幣経済を導入 した｡

2) 社会 ･宗教的には それまで山地 カレンは野山に住んでいる damuxa という精霊を恐れ

て,遠 出する時は団体行動をとっていた｡ ところが伐採場で働いたり,チ イーク材を象で

運んでいる問に, 1人でも森林の中を動 き廻れるようになった｡

以上の経済 ･社会 ･宗教的理由により,山地カレンは良い意味でも悪い意味でもある程度個

人主義的になったことは充分に考えられる｡その傾向が longhouse解体に大いに拍車をかけ

たことは疑いない｡

この頃に long house のみならず部落連合が解体 した り Taluphaduが消滅 したが, この

や個人主義'Y的傾向と無関係ではなかったであろう｡

long house一つ一つが核になって 1戸建ての小屋がいくつか集合 した 自然村はこの頃に発

生 したのである｡ こうなると, 部落連合を支配 していた本来の Hikoは消滅 して, 各 自然村
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単位に新 しい Hikoが生れてきた｡

この時代の初期には, 両地カレンが定着化したとはいっても,家はまだ小屋程度で,村に病

気などがた くさん発牡すると,精霊cJ_)たた りを恐れて村を 1キロメー トル位は時には移動 させ

ていたようである｡

平 定着日MEujLfl頃を過ぎると,チェンマイやランプー ンUjプ リンスはもはやシャム政府の後

を受けたタイ国政軒 19)のもとにあり,そU)ためメサ リアン地区cjj両村 も中央政府の紙上行政が

しかれるようになるo Hikoとは別 U_)村長がメサ リア ンCjj役所を通 して, 政府:に任命されるよ

うにな り,望俗の leadershipが分離 された｡

税は人頭税のようなものが現金で支払われるようになったのもこの頃(jj特徴である0

3) 定着期 (1950年代以後)

1959年に施行された中央政府の政令により, 森林の焼却による焼畑農業が 一 切禁止.となっ

た｡ そのね らいは第 1にタイ国の中央平原をうるおす大きな河川の水源地にあたる森林を荒廃

から救 うことと,第 2には奥地でおこなわれている麻薬の原料になるけ し栽培を押えるための

措龍であった｡

この行政槽に封こより,カレン族をは じめとする山地民の移動性はほとんど完全に失われたよ

うに思われる｡そのため,ティトパ村では伝統的な焼畑農業は "七園式〝農業に変化せざるを

えな くなった｡すなわち,新規に森林を焼却できな くなったために,すでに焼畑をやって切り

ui｣カオしたr吊庭で, 7年間隔のローテーションを しなければならな くなったujであるO 7年に 1

姐司じ場所に帰 って来るUjでは,施肥すらもしないこの辺のカレン底の農業技術を もって した

U)では,とて も地力の回復はおぼつかない｡ したがって,畑地における土地生産性uj低下は当

然のことであるOそUjうえ村U)付近には廿抗地帯のため水Lflc)j適地が無いので,ティトパ村U)

住民は畑地の面積を多少拡大 しなが ら,陸稲の粗収量の低下を くい止めて糊口 しているように

見受けられる｡

農作業にこのようにして臣描口を多 くうはわれるようになったために,カレン族特有の手芸,

特に手の こんだ竹細工や手織の木綿布などが近年急速に姿を消 し始めたことは見逃せない｡そ

れと同様uj理山と経済的な窮迫ujために, 儀,FLや風俗ujm易化も進みつつあるように 思われ

る｡

こU_)ように政府の両地民定着化政策はカレン族にもかなりの衝撃を与えた｡,その中でも畑地

に土地所有の観念を発生させた ことは,今後LL再出民問題を考えるうえで一番大切なことである

と思 う｡

信仰の うえでは Pukachaのような 行者を適 して低地からの 仏教系文化が山村に 入 り出 し

19)1939年まではシャム政府と呼んでいた｡なお戦後1945年から1948年の問タイ国政府は一時的にシャム政
雁と改称したことがある｡Fitzsimmons,(1957),p.21
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た｡ また 0Ⅹeujような家の精霊にたいする儀礼が衰退 し, 豪族uj紐帯がゆるむきざ しが見え

出 したこともこの時代の大 きな変化の一つである｡

両地カレンの問に根をおろし始めた水FEl稲作の文化が一つのチャンネルにな り,同【lIJjL･に交通

が便利になったことも影響 して,両地のカレン族の問に も次第に低地からojタイ系 (もしくは

シャン系20))の仏教文化が浸透 して くるのではないかと思われる｡

こU)時代になると,村長とメサ リア ンの役所 との関係 も一段 と緊密にな り,それは紙上行政

レつ域を越えつつあるように考え られる｡税の上で も人頭税はタイ人並の地税や家畜税に変 った

ことも見逃せない変化であろう｡

このように【吊也カレンにたいす る仏教系文化U)波及,そ して中央政府uj影響,sLj1-知る時,筆者

は国艮形成の姿をかいま見 る思いがする｡

まだ調査なかばなので,テ ィ トパ村のようなカレン族の両村 と市 場経済 との闇係に充分触れ

ることができなかったのは残念である｡ しか し,筆者の印象ではテ ィトパ村の住民が ≠市場経

済〟 と直接接触を持つようになったのはこの 1- 2年である｡それは村から約 2キロメー トル

ほどの所に道路工事の飯場ができて, 2-3軒の店のような もの21)が開かれてからの ことであ

ろうo しか も,両地 カレンの経済は自給的性格が強いので,たとえ や市場経済''と物理的に距

離が近 くなって もその影響を受けることは今までのところは比較的少いように思われる.｡

最後に本稿 で述べてきたr吊也カレンUj文化変容について整理 して,それを図示することによ

り結語に代えることに しよう｡ (1965年 1月20帖.-J)
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